
   

 

 

 

 

活動を再開するにあたり以下の項目を参考に個々のプログラムに応じた対策を立てるようにいたしましょう。 

前号掲載のものから「(案)」を取り、9番目の項目を加えました。 

 

JFIK 活動再開ガイドライン 

1. 身体が普段と違う場合は、参加しない、させないようにする。 

2. 三密（密集・密接・密閉）を避ける。 

3. ソーシャルディスタンスの確保、マスクの着用を図る。 

4. 手洗い、手指の消毒に努める。 

5. 活動中も参加者の健康状態等をモニターし声かけをするよう努める。 

6. 具合の悪い者が出た場合に備え、対応方針・別メニューを検討する。 

7. 場合によっては、活動中であってもプログラムを中断・中止する。 

8. 必要に応じて活動後の健康状態をモニターする。 

9. 参加者名簿を作成する。 

 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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JFIK 活動 新型コロナウイルス対応 6 月 26 日時点 

  活  動 現 状 の 対 応 見 通 し 

森

林

保

全 

ヤビツの森 6 月 30 日まで自粛 7 月 11 日から再開 

湘南の森 5 月 31 日まで自粛 6 月から再開 6 月以降は従来通り 

さがみの森 3～6月 中止 7 月から再開 7/11（土）、26（日） 

名瀬谷戸の会 6 月 6日から定例作業再開 6 月以降は従来通り 

                   

 

 

 

 

 

 

森

林

教

育 

自然を訪ねて 4 月、5月、6 月中止 9 月以降、状況をみて判断 

自然を学ぼう 今年度は中止 今年度は中止 

四季の森公園      

 自然を訪ねて 8 月 31 日まで自粛 9 月以降は公園の意向に従う 

 特定植物 8 月 31 日まで自粛 9 月以降は公園の意向に従う 

 マスター塾 8 月 31 日まで自粛 9 月以降は公園の意向に従う 

受託観察会 当面活動自粛（トラスト 8月中止） 林業振興会7月・トラスト11月計画中 

シニア大学 今年度は中止 
 

ジュニア・フォレスター 7 月 1泊キャンプは中止 10 月デイキャンプは 8月頃実施判断 

学校環境教育 5 月末時点で 3校から秋の実施依頼あり 6 月 1日より学校再開 

イベント参加      

  四季の森公園まつり 4 月 29 日中止   

  相模原桜まつり 4 月 4日,5 日中止   

 

 

そ

の

他 

月例会 2,3,4月中止 5/29、6/26Web会議で実施 7 月以降、状況をみて判断 

室内勉強会 2 月実施 3,4,5 月中止 6/19Web 会議で実施 7 月以降、状況をみて判断 

山こい倶楽部 3,4,5,6 月中止 7/25 (土) 畔ヶ丸予定 

森こい倶楽部 当面活動自粛 当面活動自粛 

鳥こい倶楽部 2 月実施、3～6 月中止 次回は 12月予定 

 

 

  

JFIK 活動状況 
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寄稿① 「河川敷のセイヨウカラシナで粒マスタードづくり」  

金子 正美  

のそばには花水川（金目川）が流れており、土手や河川敷にはいろいろな植物が生えています。これまで自宅

にも、灰汁抜きしたイタドリに油揚げを加えた炒め煮、クワの実（マルベリー）でジャム、クワの葉やイタドリ

の葉でお茶、オニグルミの実でクッキー、甘夏でマーマレードなどを作ってきました。 

今年は新たな試みとして、セイヨウカラシナの種子で粒マスタードを作りました。とても簡単なので、ご自宅

のそばにセイヨウカラシナがある方は是非お試しを。この記事が出るころには、もう種子はないかもしれません

が、来年は是非チャレンジしてみてください。 

セイヨウカラシナ探し 

セイヨウカラシナは、種子から辛子を作るために明治時代に輸入され、食用として広まり、その後畑から飛び

出して全国に定着した帰化植物です。各地の荒れ地や河川敷などに野生化し，河原一面に群生していることがあ

ります。全株特有の辛味があり，草丈は 2ｍ近くなります。4 月にナノハナによく似た黄色い花が咲きます。葉

が茎を抱いていなければセイヨウカラシナと思ってよいでしょう。6 月になるとセイヨウカラシナの種子が熟す

ので、それを採取します。さや、ごみを取り除いたら準備完了。 

粒マスタードの作り方 

①ビンを用意し、煮沸消毒します。 

②ビンの約 2/3 の高さまでセイヨウカラシナの種子を入れ、ひたひたになるまでお酢を注ぎます。  

③種子はすぐにお酢を吸収してしまうので、お酢がなくなっていたら、ひたひたになるまで足します。最初から

大量のお酢を入れると水っぽくなるそうです。 

④3～4日で、もうこれ以上お酢を吸収しなくなります。そのころ、種子はふやけてビンいっぱいになっています。

ビンから軟らかくなった種子を取り出し、すり鉢やフードプロセッサー、ブレンダーなどで、お好みの状態に

潰します。潰すと辛味成分が出てくるので、細かくすり潰すほど辛くなります。 

⑤お好みの状態にすり潰したら、塩、砂糖（蜂蜜を使うとマイルドに）を加えて味を調えます。お好きなスパイ

スやハーブを入れるとオリジナルな粒マスタードになります。 

⑥ビンに戻して完成。作りたては、味が角張っているので、1 週間くらい置いてよく馴染ませてから食べましょ

 う。保存は冷蔵庫で。

 

 

 

 

  

寄   稿 

自作するといい香り お酢を注ぐ前。入れ過ぎないよう

に 

セイヨウカラシナ（大磯町） 
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寄稿②       「この春の平和な戦い」 

三樹 睦月  

世界中が新型コロナ禍の渦に巻き込まれたこの春。家にいる時間が増えたからこそ、私が重い腰を上げてよう

やく取り組んだのが「家庭菜園」でした。昨年の夏に父が急逝し、残されたのが猫 2 匹と野菜畑だったのです。

人生初の鋤やら鍬やらを手に持って悪戦苦闘の数か月、やってみたら楽しいもので、今は細々ながらトマトやら

キュウリやらが実を結んでおります。 

 しかしこの畑には、最初から明確な敵がいたのです。それは「傍若無人に野生化したキクイモ」そして「虎視

眈々と領地拡大を狙うフキ（同盟を結んでいるらしいミョウガとの連合軍）」。 

 名前のとおりキク科のキクイモ、花だけ見たら鮮やかな黄色が美しいと言えなくもない。が、奴らはヒマワリ

属。ぐんぐん伸びるその丈は優に私の背を越していき、最盛期にはラグビー選手ほどにもなるのです。つまりイ

シレリやら姫野やら堀江やらがずらっと並んでいるようなもので、その威圧感はまさにキクイモのジャングル。

昨年の夏、分け入ることもできず、台風 19 号でなぎ倒されるまで向こう側すら見通せなかったあの風景を、こ

の夏に再現してはならない。叩きのめすなら芽が出始めている今だ！！（ちなみにキクイモは塊茎を食べます。

健康食品にもなっていますが、正直美味しいかと言われると・・・）。 

 未知の敵の撲滅を誓って畑に入ったのは良いけれど、奴らの手ごわさはそりゃもう予想以上でした。びっちり

と生えた芽を根っこのイモから引き抜こうにも、その量が半端じゃない。鎌を大きめのスコップに持ち替え、ザ

ックザックと掘り出しては土をばっさばっさと取り払い、掘ったキクイモの量は週末の 2日間でごみ袋 3つにも

なったでしょうか。もしやこの畑の土の半分はイモだったのではと思わず考えてしまうほどの量を掘りあげ、キ

クイモ畑面積の半分ほどを何とか終了。 

ところが数日後の畑を見て愕然。掘りつくしたと思ったその場所に、またもや新しい芽が生えてきているでは

ありませんか。しかも、一度掘り起こして土が柔らかくなった為か、奥深く潜ってしまったイモから長く茎を伸

ばして地中に出てきており、この茎が途中で折れてしまう。ダメだ、掘り出しにくさ倍増以上だ・・・。 

それまで取りつかれたようにキクイモを目の敵にしていた私ですが、ここであっさり敗北宣言。こりゃ撲滅は

無理！仕方なく「伸びてきたら刈り取る」後ろ向き作戦に変更したので、この区画はしばらく「キクイモが適当

に育ったらチョキチョキ切る」という、畑的には何の意味もない場所になりそうです。キクイモ恐るべし。 

 キクイモに熱くなりすぎてフキ（キク科フキ属）との戦いについてはごく簡単になりますが、こちらも近年、

遠慮なく領地を拡大している憎いやつ。特にサツキやシラン、ユリなどの居住区である花壇区域への侵入が目に

余る。なにしろその葉、でか過ぎる！こちらにも怖いもの知らずで果敢に戦いを挑みはしましたが、いや～フキ

の地下茎があんなに太くて手に負えないものだとは。苦労しつつも何とか侵入者を追い出し、ひとまず花壇区域

の防衛には成功した、ような気がします。 

 畑や庭には、キクイモやフキに限らず、思いがけない植物がたくさん出てきます。困ったり喜んだりしながら

そんな一つ一つが楽しめるのも、森林インストラクターの資格を取ったからかも。畑を残してくれた父に感謝し

て遺影に手を合わせつつも、「でもキクイモとフキはあんなに増やす必要はなかったんじゃないの？」と思わず

文句を言ってしまうこの春だったのでした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の新たな困りごと、にょきに
ょき育ってきたコンニャクイモの
群れ。父の手作りコンニャクは美
味しかったけどなあ。 

これも困りごとの一つ。
いや可愛いんだけれども。 
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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■ヤビツの森 

次のとおり、ヤビツの森の活動を再開します。 

日  時：7月 11 日（土）10：30～14：00 

集合場所：秦野駅南口 9：20、またはヤビツ峠駐車場 10：10（参加人数と車台数によっては、秦野駅北口 9：10

とし、9：24 発ヤビツ峠行きバスに乗ります） 

作業内容：作業路の安全点検と整備、植栽した苗のシカ除けネットの点検と取り外しなど（事情により変更する

ことがあります） 

参加申し込み：📩：yoshiit@441.cc 

参加の連絡をいただいた方には、バス利用か車利用か、集合場所・時刻、作業などの詳細とともに 7月 4日ごろ

にお知らせします。 

持ち物など 

（1）山の作業に適した服装（山歩きの靴、作業用の手袋） 

   作業地は傾斜地で滑りやすいので、滑りにくく足首までを保護する作業靴や山歩きに適した靴を履いてく

ださい。 

   手袋は軍手でなく、革製をお勧めします。 

（2）昼食、飲み物など、食事の時に下に敷くシート。 

（3）簡単な雨具 

作業用具：シカよけのネットが窮屈になったのを取り外します。このため、カッターナイフをお持ちください。 

ヘルメット、作業用具は貸していただけることになり、個々人での用意は不要です。 

参考情報  

県道から作業地へ入る林道は、昨年の台風被害と思われるがけ崩れによって車は通れません。車は県道から入

った林道やヤビツ峠の駐車場などに停めてください。 

安全（保険） 

ヤビツの活動は CONE 保険の対象外であり、これまでヤビツの活動には保険がかかっていません。今後ヤビツ

の活動に参加するときは、各市町村の社会福祉協議会（略称：社協）で行っているボランティア活動保険に加入

することをお勧めします。 

年間保険料350円が必要です。保険加入を希望する方はヤビツの活動に参加を希望するメールにその旨書いて）

いただければ、加入手続きを行い、活動当日にボランティア活動保険加入カードをお渡しします。来年の 3月ま

で全国で有効です。 

安全（ヒル対策） 

未確認ですが、11日にはヒルが動き始めていると思われます。忌避剤をもっていきますが、使い慣れた薬があ

る方はお持ちください。                                   (吉井記) 

 

■湘南の森 

日 時：7月 10 日（金）、18日（土）月例作業 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。📩：yoshiit@441.cc 

活動報告、予定や写真は、次のホームページをご覧ください。http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                    （吉井記） 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りです。  

日 時：7月 4日（土）、13 日（月）、20日（月）、8月 1日（土）、10日（祝・月）、17日（月） 

（福田記） 

活動予定 

mailto:yoshiit@441.cc
mailto:yoshiit@441.cc
http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
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■室内勉強会（オンラインで実施） 

日 時：7月 21 日(火) 19:00～21:00 

テーマ：「モンブラン登頂記」 

講 師：JFIK  細井 聖さん（27年） 

参加方法等：後日会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅の PC やスマホから、Zoom ミーティン

グの URL をクリックして参加してください。 

概 要：モンブランは、フランスとイタリアの国境に位置する、標高 4810m のヨーロッパアルプスの最高峰です。

イタリア語でモンテビアンコ、フランス語でもイタリア語でも「白い山」の意味です。2016 年 8 月にフランスの

シャモニーからモンブランに登頂しました。①なぜモンブランに登ろうと思ったか？ ②登山準備 ③登山直前（シ

ャモニーにて）④登頂 ⑤登頂して思ったことなど、その一部始終についてお話しします。     （講師記） 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当       吉原 秀敏 📩：yoshiy3.green8-1@leaf.ocn.ne.jp  

                        📱：090-2636-1381 

 

■山こい倶楽部 

7 月の山こいのお知らせです。 

新型コロナのため、長らく自粛していました山こいを再開したいと思います。感染リスクがなくなった訳ではあ

りませんが、リスクを減らす対応（３蜜を避ける、など）によって外出する人たちも増えてきました。山の中で

の感染は昼食時など密接する場合を除き、感染リスクは低いと考えられます。各自の責任で参加していただきた

いと思います。また、状況によっては中止する場合もありますのでご了承ください。 

今回の山こいは畦ヶ丸(1292m)です。 

「ブナの巨木の尾根と丹沢有数の滝を巡る畦ヶ丸の山旅」 

久しぶりに緑あふれる静かな山旅を味わいませんか。 

リーダー中澤靖彦さん、サブリーダー久保さんの企画で行ないます。 

日 時：7月 25 日（土） 

集 合：7:00 小田急新松田駅富士急バス発着所 

行 程：新松田駅 7:20＝富士急バス＝8:22 大滝橋バス停－大滝橋登山口 8:30－10:00 一軒屋避難小屋⑩ 

－11:00 大滝峠上⑩－12:15 畦ヶ丸（昼食）13:00－13:45 善六ノタワ―本棚、下棚－16:00 西丹沢ビ

ジターセンター17:05＝富士急バス＝18:14 新松田駅 

歩行時間：約 7時間半 

標 高 差：847m 

リーダー  ：中澤靖彦さん（090−2544−5506） 

サブリーダー：久保典子さん（090-5311-1281） 

参加を希望される方は 7月 22 日までに松井までメールでお申し込みください。 

 松井公治   📩：ma1950koji@yahoo.co.jp 

 

注意事項： 

*  発熱など、コロナウイルスに感染の疑いのある場合は参加をしないでください。 

*  コロナウイルス対策のため登山中以外はマスクの着用をお願いします。また登山中はソーシャルディスタン

スの確保を心掛けてください。 

*  自粛期間中の運動不足の体には応えるかも知れませんので、体を慣らして参加しましょう。 

*  暑さも予想されますので、多めの飲み物を用意してください。 

*  ヤマビルが発生していますので、防護の用意をお願いします。 例：ヒルファイターなどの薬剤、食塩（水）、

スパッツ（ガムテープで靴との隙間をなくすと効果的） 

*  富士急バスは新松田駅で西丹沢ビジターセンターまでの往復乗車券（2,120 円）を購入すると割安です。 

  

yoshiy3.green8-1@leaf.ocn.ne.jp　
mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
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■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目  日 時：6月 6日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 38 名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：22名 横浜メダカの会：8名） 

作業内容：ゾーン６の竹林保全作業、ピザ窯周辺の竹林散策路の竹柵・階段改修、子ども班作業、水生生物

調査 

 

 

作業 2回目  日 時：6月 15 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 16 名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：6名 見学者・入会者 3名） 

作業内容：ゾーン６の「雑木林育成（マダケ除去）エリア」及び「マダケ育成エリア」の整備、ピザ窯竹林

散策路の竹柵・階段の改修 

                

 

作業 3回目  日 時：6月 22 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 14 名（JFIK：6 名 地元・地域ボランティア：8名） 

作業内容：一日降雨のためチャペルでのロープワーク研修、基本的な作業道具使用法及び道具管理の打合わせ 

 

 

活動報告 

竹柵の改修 子ども班によるヤマユリ支柱立て 

集合写真 マダケ除去作業 

ロープワーク実習 

 

参加者 

（福田記） 
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■室内勉強会「安全講習会」 

日 時：6月 19 日（金）19：00～21：00   講 師：梶浦雄介さん（22年） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：石川(雄一)、角田、片桐、金子、河野、神田、久保、坂間、品川、篠田、鈴置、瀬尾、田中(真)、辻、

中澤(均)、西岡、久野、福田、松井、皆川、嶺、宮崎(健)、山内、山本(明)、吉井、渡邉、吉原(web 会議ホスト)

（27 名） 

 

Ⅰ.高齢について 

一番大きな問題は、自分は未だ若い、高齢だと思っていないこと。JFIK の事業では参加者は高齢の方が多く、

配布資料の文字の大きさ、説明時の声の大きさ、高齢者はつまずいたり、転びやすいので、説明をする場所に配

慮する等のアドバイスが梶浦さんからあった。 

活動の安全性を確保する上で重要なことは「ながら行為」の禁止。昨年、名瀬では台風後に折れた枝を歩きな

がら確認している最中に転んで骨折するという事故が発生した。参加者だけでなく、説明者も「ながら行為」を

しないことが重要との意見が講習会参加者から出た。 

これからは熱中症への対策が必要になるが、軽くて通気性良い帽子の着用に加えて、例えば 30 分毎など定期

的に水分補給を勧める、水分補給に関してはミネラル補給も重要なので、水よりはスポーツドリンクが良いとの

アドバイスが梶浦さんや講習会参加者からあった。 

II.新型コロナ対策  

JFIK では活動再開に向けてのガイドライン案を作成。それを踏まえて具体的なケースでの対策を議論、活発な

意見交換がなされた。その為、予定していた保険の話はカットとなった。 

JFIK の活動シーンの中にバスがある。バスの中ではマスクをして、基本的に話をしない。 

観察会では、トレーサビリティの観点から名簿作成が必要になる。感染防止の為に参加人数の制限も必要で、

JFIK としては事前登録のみとし、名簿作成をガイドラインに追加する。 

説明資料の配布は、感染予防の為に当面の間見合わせ、説明パネル等で対応する。 

参加費は、おつりがでないように事前に参加者の方々にお願いする。集金に関しては参加者の方々に予め用意

した袋の中に入れてもらい、集計係は消毒液や手袋で予防措置を取る。一方、拡声器やイヤフォンを貸与しても

らう場合の消毒等の対策は課題として残った。 

JFIK が実施している事業毎に活動内容が異なる為、ガイドラインに基づき、各事業でより詳細な運用ルールを

策定していく。                                        （嶺記） 

 

 

  

ハナショウブ   薬師池公園   （撮影：福田 渉） 
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   登れない山 英彦山（ひこさん） 

R1 年 佐野 仁子(さのもとこ) 

 こども時代を福岡県北九州市小倉北区で過ごしました。

当時の小倉北区は博多と肩を並べる北九州工業地帯の中

核都市で、日本の高度成長を代表する企業や、新聞社、

銀行などがひしめいていて、あまり自然環境には恵まれ

てはいませんでした。しかし南区の方は開発が遅れてい

て自然も残っていたので、学校遠足ではよく石灰岩群の

カルスト台地の広がる平尾台に行ったことを記憶してい

ます。日本三大カルストと言われるめずらしい地形や固

有の植物など自然観察の宝庫だったはずですが、生徒数

が１クラス 55 人、１学年 9 クラスもあったので、先生

はなんとか事故のないよう見張るのが精一杯だったので

しょう。当然観察会などはなく、学校から貸切バスで往

復し、現地では広がる羊の群のように点在する岩でかくれんぼやおにごっこをしただけという今考えるとなん

とももったいない遠足でした。 

 その平尾台からさらに南へ約 35キロ、福岡県と大分県の県境に英彦山（ひこさん）があります。標高 1,199m。

丹沢大山（標高 1252m）より少し低く全国的にはあまり有名とは思えない山ですが、ガイドブックによると平安

時代からの古い歴史があり、出羽の羽黒山、大和の大峰山と並ぶ日本三大修験場として栄えたとのことで、日

本二百名山のうちの１つに名を連ねている山です。 

この山に３度登る大きなチャンスがあったにもかかわらず未だに登れないでいるのです。 

１度目は高校の夏キャンプ。育った環境が災いしてか、

思春期だったせいか、山中でテントに泊まるなど不衛生

の極みとしか思えず自ら不参加届けを提出したのです。 

２度目は今から 10 年位前。親類の結婚式で帰省の折

でした。式が済んだ後、英彦山に登る計画を立てていま

した。その頃にはこども時代の自然オンチを返上して山

にはまり込み、時間さえあれば山に行く人間に進化して

いたのですが、なんと計画した日は朝からひどい大雨で

した。夫も一緒だったので仕事の日程もあり飛行機も変

更できず登山を断念しました。 

3 度目は今年の 3月下旬から 4月上旬。昨年秋、中学時代の友人が人づてに連絡をくれました。懐かしい話し

をさんざんした挙げ句、英彦山の話しになり、今年の春に一緒に登ろうということになりました。友人の別荘

を拠点に英彦山、由布岳、久住山、周辺の丘陵などに行く計画を立てました。予備日も含め丸 2 週間のゆとり

のある日程にし、仕事で忙しい夫は同行させず、今度こそ英彦山だーと意気込んでいたのです。登山だけでは

なく大分県では野焼き後の草原に広がるキスミレの群落をはじめ九州の色々な植物も撮影出来ると本当に楽し

みにしていました。 

リレーエッセイ 

カルスト台地の平尾台 

 

英彦山 



JFIK 会報 2020 年 7 月号 

- 10 - 
 

ところが、新型コロナです。全てキャンセルです。 

登りにくいことで知られる北海道の幌尻岳でさえ 2 回目のチャレンジで登れたというのに。年齢的にもだん

だん体力の限界が迫る中、昨年の台風以来近隣の山にもなかなか行けず、トレーニング不足もはなはだしい日々

で、英彦山登山は果たして幻に終わるのでしょうか？？？ 

 

JFIK の一員に加えていただきましたが、Steve Jobs のスピーチの一節 STAY HUNGRY ,STAY FOOLISH,のよう

に 身体と頭はいつも空間がいっぱいの私です。 

皆様方の豊富な知識と自己研鑽で少しずつでも満たしていければと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世界の辺境とハードボイルド室町時代」 

著 者：高野秀行 清水克行 

発行日：2015 年 8 月 31 日第 1 刷 

発行所：（株）集英社インターナショナル 

価 格：1600 円＋税 

内容紹介： 

（妻）また本ですか。自粛、自粛ですけれど、すこしはお天道様を拝んで

いらっしゃい。 

（夫）ううん。でもこの本は面白い。軽快だけれど、奥深い。 

（妻）あなたの得意な、美人剣士の活躍する時代ものじゃないんですか。 

（夫）バカな。この本は、「世界の辺境」と「昔の日本」を比較照合して、

現在の日本の姿を見つけようという、異色の対談形式学術書なんだ。 

（妻）おや、高野さんて知ってる。近所の旅好きの奥さんがファンなの。

学生時代からアジアやアフリカなどを歩き回っている辺境探検ノンフィクション作家だって。 

（夫）清水君も日本の中世専門の若手歴史学者だ。新たな日本人像を掘り起こして、分かりやすく紹介している。

彼の名著「喧嘩両成敗の誕生」ぐらいたまには読んでみなさい。 

（妻）でも喧嘩両成敗は夫婦には当てはまらないわね。悪いのはいつもーーー。 

（夫）また、またバカな。（でも当たらずとも遠からずかな） 

   ともかく、コロナの今は、もしかして明治維新や第二次大戦の敗戦にならぶ大変革期かもしれないな。今

こそ、歴史を知り、他国を知り、日本とは何かをよく理解することが大切だな。 

（妻）はい、はい。でも大言壮語は老化のしるし、気を付けてくださいな。それはそうと、明日は孫たちが来る

の。コロナ予防の準備。あなた、お部屋の片づけとお掃除をお願いね。それからトイレもよろしく。 

（夫）また、また、またバカな。女は弱し、でも妻は強し、か。 

（狛） 

月刊ブックレビュー 
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会員異動 

＜6月度の会員異動＞ 

6月30日現在会員数158名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

6月26日に月例会が開催されました。 

日 時：6月26日（金）19：00～21：00 

場 所：web上 

出席者：理事11名、会員3名 計14名 

 

会費納入先のご案内 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円 

 

振 込 先：横浜銀行 戸塚支店（359）  

口座番号：普通預金 ６１７４９１７ 

      名  義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

          （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 
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掲 示 板 

この頃の梅雨は、激しく降る雨

と強風が特徴です。強い雨がク

ルマを洗ってくれます。体も思

いっきり強いシャワーだけで済

ませています。ウソです。 

（かじうら） 

編集後記 

活動が徐々に再開されてきまし

たね。私も注意を払いながら、

近所の山の散歩から再開しよう

かと考えています！ 

 (松山) 


